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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、生体内で軟骨の形成を誘導するタンパク質をコードしています。他の骨形成タンパク質はTGF-βスーパーファミリーに属しますが、この遺伝子は他の既知の成長因子とは近縁ではないタンパク質をコードしています。この遺伝子は、N末端プロテアーゼドメインを共有するもののC末端領域が異なる、選択的スプライシングバリアントとして発現します。[RefSeq提供、2008年8月],触媒活性：I型およびII型プロコラーゲンではAla-|-Asp、III型ではArg-|-AspにおけるC末端プロペプチドの切断。,補因子：サブユニットあたり1個の亜鉛イオンと結合。,酵素調節：プロコラーゲンCエンドペプチダーゼエンハンサータンパク質によって活性が上昇。,機能：I型、II型、III型プロコラーゲンのC末端プロペプチドを切断する。軟骨および骨の形成を誘導する。初期発生において、コーディン（CHRD）を切断することで背腹方向のパターン形成に関与する可能性がある。,類似性：ペプチダーゼM12Aファミリーに属する。,類似性：2つのEGF様ドメインを含む。,類似性：5つのCUBドメインを含む。,組織特異性：普遍的。,
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